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ア
ロ
サ
ウ
ル
ス
も
羽
毛
恐
竜
だ
っ
た
？　

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
短
い
前
あ

し
に
は
、
立
ち
上
が
る
と
き
に
体
を
支
え
る
役
割
が
あ
っ
た
？　

ト
リ
ケ
ラ
ト

プ
ス
の
前
あ
し
の
向
き
を
推
定
す
る
新
た
な
仮
説
と
は
？

　

今
回
の
展
示
で
は
、
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
か
ら
、
ジ
ュ
ラ
紀
の
肉
食
恐
竜
ア
ロ

サ
ウ
ル
ス
と
植
物
食
恐
竜
カ
ン
プ
ト
サ
ウ
ル
ス
、
そ
し
て
最
強
の
肉
食
恐
竜
と

い
わ
れ
て
名
高
い
白
亜
紀
後
期
の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
、
こ
れ
と
同
時
期
の
植

物
食
恐
竜
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
が
や
っ
て
来
ま
す
。
い
ず
れ
も
最
新
の
研
究
成
果

に
も
と
づ
い
て
復
元
さ
れ
た
、
迫
力
あ
る
姿
で
す
。さ
ら
に
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
、〝
ア

ジ
ア
の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
〟
と
も
い
わ
れ
る
タ
ル
ボ
サ
ウ
ル
ス
も
登
場
！

　

こ
の
ほ
か
、
当
館
所
蔵
の
標
本
か
ら
、
サ
ウ
ロ
ロ
フ
ス
と
プ
ロ
ト
ケ
ラ
ト
プ

ス
の
頭
骨
、
ヴ
ェ
ロ
キ
ラ
プ
ト
ル
の
産
状
復
元
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
恐
竜
化
石
も

合
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ジ
ュ
ラ
紀
、
白
亜
紀
の
多
数
の
動
植
物

化
石
を
展
示
し
て
、
当
時
の
生
き
も
の
の
姿
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

　

恐
竜
時
代
の
地
層
は
福
島
県
内
に
も
分
布
し
て
い
ま
す
。
相
馬
地
域
に
は
、

主
と
し
て
ジ
ュ
ラ
紀
に
堆
積
し
た
相
馬
中
村
層
群
が
み
ら
れ
、
そ
の
中
の
栃
窪

層
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
植
物
化
石
と
と
も
に
恐
竜
の
足
跡
化
石
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
い
わ
き
地
域
に
は
、
白
亜
紀
の
浅
海
に
堆
積
し
た
双
葉
層
群

が
分
布
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
は
恐
竜
の
歯
や
骨
の
一
部
な
ど
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
展
示
で
は
、
こ
れ
ら
の
化
石
と
と
も
に
、
ジ
ュ
ラ
紀
の
シ
ダ
植
物
や

裸
子
植
物
、
白
亜
紀
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
な
ど
、
県
内
で
見
つ
か
っ
た
中
生
代
の

代
表
的
な
動
植
物
化
石
も
多
数
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
「
対
決
！
恐
竜
展　

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
と
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ

ス
」
は
、
国
立
科
学
博
物
館
と
全
国
科
学
博
物
館
振
興
財
団
が
実
施
す
る
「
震

災
復
興
・
国
立
科
学
博
物
館
コ
ラ
ボ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
一
環
と
し
て
、
同
博

物
館
お
よ
び
財
団
と
福
島
県
立
博
物
館
の
三
者
に
よ
る
主
催
で
行
わ
れ
ま
す
。

「
コ
ラ
ボ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
東

北
地
方
の
各
県
で
、
多
く
の
方
々
に
元
気
を
取
り
戻
し
て
も
ら
お
う
と
、
恐
竜

ア
ロ
サ
ウ
ル
ス
の
全
身
骨
格
を
巡
回
展
示
す
る
と
と
も
に
各
種
の
科
学
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
同
時
に
各
県
の
博
物
館
等
の
施
設
が
連
携
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。
当
館
で
は
ア
ロ
サ
ウ
ル
ス
に
加
え
、
国
立

科
学
博
物
館
よ
り
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
や
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
な
ど
、
合
計
五
種

類
の
恐
竜
を
お
借
り
し
て
大
規
模
な
企
画
展
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

迫
力
あ
る
恐
竜
の
姿
と
と
も
に
、
数
多
く
の
化
石
資
料
を
と
お
し
て
、
人
類

の
時
代
よ
り
は
る
か
昔
の
地
球
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
大
自
然
の
ド
ラ
マ
を
感

じ
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（表紙）アロサウルスの骨格 ©Utako Kikutani ／アロサウルス生体復元図 ©Utako Kikutani
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サ
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本
年
度
、「
震
災
復
興
・
国
立
科
学
博
物
館
コ
ラ
ボ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
当

館
を
含
め
福
島
県
内
の
左
記
の
施
設
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
★
印
の
会
場
に
は
恐
竜

ア
ロ
サ
ウ
ル
ス
の
全
身
復
元
骨
格
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
五
種
類
の
恐
竜
全

身
骨
格
が
展
示
さ
れ
る
の
は
福
島
県
立
博
物
館
だ
け
で
す
。

　
　

①
い
わ
き
市
石
炭
化
石
館
★（
五
月
一
六
日
～
七
月
二
一
日
）　

②
福
島
県
立
博

物
館
★（
七
月
二
七
日
～
九
月
一
六
日
）　

③
小
野
町
ふ
る
さ
と
文
化
の
館
★（
一

〇
月
五
日
～
一
一
月
四
日
）　

④
福
島
県
郡
山
自
然
の
家（
一
一
月
七
日
～
一
二
月

一
五
日
）　

⑤
福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
★（
一
二
月
四
日
～
二
月
九
日
）

⑥
国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家（
一
二
月
一
八
日
～
一
月
一
〇
日
）　

⑦
猪
苗

代
町
体
験
交
流
館
★（
二
月
一
一
日
～
三
月
二
日
）

◎
震
災
復
興
・
国
立
科
学
博
物
館
コ
ラ
ボ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
国
立
科
学
博
物
館
賛
助

会
員
・
全
国
科
学
博
物
館
振
興
財
団
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
企
画
展
記
念
講
演
会

　

演
題
「
最
新
恐
竜
学
」

　

日
時
：
八
月
一
一
日
（
日
）
一
三
：
三
〇
～
一
五
：
〇
〇

　

講
師
：
国
立
科
学
博
物
館
研
究
主
幹　

真
鍋　

真
氏

○
企
画
展
イ
ベ
ン
ト

　
「
夏
休
み
恐
竜
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
要
申
込
）

　

日
時
：
八
月
一
七
日
（
土
）
一
七
：
三
〇
～
一
九
：
〇
〇

　

定
員
：
一
〇
〇
名

○
実
技
講
座
「
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
で
恐
竜
を
つ
く
ろ
う
」（
要
申
込
）

　

日
時
：
八
月
二
四
日
（
土
）
一
三
：
三
〇
～
一
五
：
〇
〇

　

講
師
：
美
術
家　

半
沢
政
人 

氏

○
展
示
解
説
会
（
企
画
展
観
覧
料
が
必
要
）

　

七
月
二
八
日
（
日
）
一
三
：
三
〇
～
一
四
：
三
〇

　

講
師
：
学
芸
員　

相
田　

優

　

八
月
一
一
日
（
日
）
一
五
：
三
〇
～
一
六
：
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
展
記
念
講
演
会
終
了
後
）

　

講
師
：
国
立
科
学
博
物
館
研
究
主
幹　

真
鍋　

真 

氏

　

九
月
一
六
日
（
月
）
一
三
：
三
〇
～
一
四
：
三
〇

　

講
師
：
学
芸
員　

相
田　

優

○
展
示
構
成

　

１　

ア
ロ
サ
ウ
ル
ス
と
カ
ン
プ
ト
サ
ウ
ル
ス

　

２　

対
決
！
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
と
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス

　

３　

ジ
ュ
ラ
紀
の
い
き
も
の
た
ち

　

４　

白
亜
紀
の
生
き
も
の
た
ち

　

５　

ふ
く
し
ま
の
恐
竜
と
ジ
ュ
ラ
紀
・
白
亜
紀
の
化
石

　

６　

恐
竜
時
代
の
化
石
に
さ
わ
っ
て
み
よ
う

ティラノサウルス全身復元骨格　　　標本：国立科学博物館　蔵
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イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

　

四
六
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
二
〇
一
三
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
特
別
展
「
八
重
の
桜
」
に
は
、
一
般
の
方
だ
け
で
な

く
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
況

の
う
ち
に
閉
幕
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
会
期
中
に
開
か

れ
た
関
連
講
演
会
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

描
か
れ
た
幕
末
の
会
津
藩

―

追
鳥
狩
図
・
蛤
御
門
の
変
図
を
読
み
解
く―

　

日
時
：
五
月
二
九
日
（
水
）
一
四
時
～
一
五
時
四
五
分

　

講
師
：
茨
城
大
学
人
文
学
部
教
授　
　
　
　

高
橋　
　

修
氏

　

戦
国
時
代
を
中
心
と
し
た
合
戦
図
屏
風
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
高
橋
氏
が
、
特
別
展
展
示
資
料
の
「
追
鳥
狩
図
屏
風
」
と

「
蛤
御
門
の
変
図
屏
風
」
に
描
か
れ
て
い
る
事
象
の
持
つ
歴
史

的
意
義
や
図
像
構
成
な
ど
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。『
家
世
実
紀
』
や
図
版
な
ど
多
く
の
資

料
を
用
い
な
が
ら
の
お
話
は
、
会
津
藩
と
水
戸
藩
の
追
鳥
狩
の

比
較
や
両
図
を
描
い
た
大
須
賀
清
光
の
画
業
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
来
場
者
か
ら
は
「
特
別
展
を
見
る
際
の
楽
し
み
が
増
え

た
」、「
今
後
、
新
た
な
視
点
で
合
戦
図

や
屏
風
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
講
演

に
先
駆
け
、
古
山
が
追
鳥
狩
図
・
蛤
御

門
の
変
図
に
描
か
れ
た
幕
末
期
の
会
津

藩
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
講
演
会
後
に
は
展
示
室
内
の
資
料
を

前
に
、
高
橋
氏
が
お
客
様
の
質
問
に
お

答
え
に
な
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

企
画
委
員
が
語
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展
「
八
重
の
桜
」
１

　

日
時
：
六
月
一
二
日
（
水
）
一
四
時
～
一
五
時
四
五
分

　
〈
基
調
講
演
〉
昭
和
三
年
と
会
津

　

講
師
：
㈶
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
江
戸
東
京
博
物
館
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

慎
一
氏

　
〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展
「
八
重
の
桜
」
の
魅
力

　

パ
ネ
リ
ス
ト
：　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

慎
一
氏

　
　
　
　

福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員　
　
　
　

佐
藤　

洋
一

　

司
会
：
福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員　
　
　
　

髙
橋　
　

充

　

二
部
構
成
で
実
施
さ
れ
、
第
一
部
の

基
調
講
演
で
は
、
齋
藤
氏
が
昭
和
三
年

に
焦
点
を
あ
て
て
お
話
し
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
大
き
く
掲
げ
ら

れ
た
「
京
都
会
津
会
秋
季
例
会
記
念
集

合
写
真
」
か
ら
読
み
取
れ
る
会
津
出
身

者
た
ち
の
思
い
や
絆
を
紹
介
し
た
後
、

齋
藤
氏
が
調
査
に
あ
た
っ
た
東
京
都
渋

谷
区
松
濤
の
松
平
恒
雄
邸
（
平
成
七
年

解
体
）
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
素
な
が
ら
も
良

質
の
木
材
を
用
い
た
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
や
邸
内
各
所
で
会
津

出
身
者
の
女
性
が
働
い
て
い
た
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
話
を
お

聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
話
題
が
勢
津
子
妃
の
ご
成
婚
か
ら
展
示
図
録
作
成
の
苦
労

話
に
ま
で
及
び
、
普
段
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
裏
話
の
連
続

に
、
会
場
は
笑
い
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
特
別
展
展
示
図
録
に
は
、
齋
藤
氏
の
論
考
「
昭
和
三
年

と
会
津―

松
平
恒
雄
と
そ
の
邸
宅
か
ら―
」
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企
画
委
員
が
語
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展
「
八
重
の
桜
」
２

　

日
時
：
六
月
二
六
日
（
水
）
一
四
時
～
一
五
時
四
五
分

　
〈
基
調
講
演
〉
幕
末
京
都
の
活
力

　

講
師
：
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
学
芸
員　

西
山　
　

剛
氏

　
〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

　
　
　

幕
末
・
明
治
の
京
都―

覚
馬
と
襄
、
新
選
組―

　

パ
ネ
リ
ス
ト
：　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山　
　

剛
氏

　
　

同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
社
史
調
査
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
枝　

弘
和
氏

　

司
会
：
福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員　
　
　
　

古
山　

智
行

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
京
都
に
ス
ポ
ッ
ト
あ
て
た
講
演

会
に
は
、
二
一
五
名
も
の
方
が
来
場
な
さ
い
ま
し
た
。
第
一
部

の
基
調
講
演
で
は
、
講
師
で
あ
る
西
山
氏
が
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
禁
裏
駕
輿
丁
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
民
衆
層
の
技
術
や

知
の
集
積
が
幕
末
期
の
京
都
に
お
け
る
秩
序
の
形
成
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
部
は
、
西

山
氏
と
小
枝
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎

え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
の
質
問
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
議
論
が
展
開
さ
れ
、
幕
末
期
の
京
都

に
お
け
る
会
津
藩
の
活
躍
や
「
山
本
覚

馬
建
白
（
管
見
）」
に
対
す
る
評
価
、

八
重
・
覚
馬
・
襄
が
見
た
明
治
初
期
の

京
都
の
様
子
、
襄
が
学
校
設
立
の
地
に

京
都
を
選
ん
だ
理
由
な
ど
が
話
題
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
六
月
一
日
（
土
）
に
は
後
援
事
業
と
し
て
同
志
社
女

子
大
学
主
催
講
演
会
「
八
重
が
結
ぶ
会
津
と
京
都
」
が
開
催
さ
れ
、

同
大
の
吉
海
直
人
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
「
八
重
と
会
津
と
板
か

る
た
」
と
吉
海
氏
、若
松
城
天
守
閣
郷
土
博
物
館
の
湯
田
祥
子
氏
、

古
山
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
六
月
一
二
日
（
水
）
に
総
入
場
者
一
万
人
、
六
月
二

九
日
（
土
）
に
総
入
場
者
二
万
人
突
破
を
記
念
し
た
セ
レ
モ
ニ
ー

を
実
施
し
た
こ
と
も
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

（
歴
史
担
当
：
古
山
智
行
）

二
〇
一
三
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展

「
八
重
の
桜
」
関
連
講
演
会
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Ｑ
：
わ
が
国
で
唐と
う

箕み

は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

Ａ
：
唐
箕
は
、
人
力
で
風
を
起
こ
し
穀
物
に
混
じ
っ
て
い
る

塵ち
り

な
ど
を
吹
き
飛
ば
す
農
具
で
す
。
唐
箕
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
、
わ
が
国
で
は
中
国
か
ら
江
戸
時
代
中
期
の
元
禄
時
代
（
一

六
八
八
～
一
七
〇
三
）
の
こ
ろ
か
ら
使
わ
れ
た
と
い
う
の
が
通

説
で
し
た
。
し
か
し
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
佐さ

瀬ぜ

与よ

次じ

え

も

ん

右
衛
門
著
の
『
会
津
農
書
』
に
は
、「
今
颺ト
ウ
ミ扇
を
仕
ふ
ハ
ま

れ
ニ
有
」
と
、
当
時
会
津
地
方
で
唐
箕
が
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
で
は
元
禄
時
代
以
前
か
ら

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

Ｑ
：
会
津
の
半
唐
箕
は
、
ど
の
よ
う
な
形
態
の
も
の
で
す
か
。

Ａ
：
唐
箕
は
わ
が
国
の
農
具
の
歴
史
で
最
大
級
の
も
の
で
、

伝
来
し
た
当
時
は
最
新
型
の
機
械
的
な
農
具
で
し
た
。
わ
が

国
の
唐
箕
は
、
選
別
さ
れ
た
穀
物
が
出
る
樋と
い

口ぐ
ち

が
、
両
側
ま

た
は
片
側
に
軽
重
に
よ
り
二
口
に
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
一
般

的
な
形
で
す
。
し
か
し
会
津
地
方
に
は
、
樋
口
が
無
く
真
下

に
落
下
す
る
構
造
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
半
唐
箕
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
構
造
的
に
は
原
初
的
で
、
形
も
小
さ
い
と
こ
ろ

か
ら
、
半
唐
箕
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

半
唐
箕
に
対
し
、
樋
口
の
あ
る
も
の
を
本
唐
箕
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
山
形
県
米
沢
市
に
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の

年
号
が
書
か
れ
た
会
津
の
半
唐
箕
が
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら

会
津
の
半
唐
箕
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

Ｑ
：
唐
箕
は
現
在
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
：
唐
箕
は
、
現
在
も
ほ
と
ん
ど
形
態
を
変
え
る
こ
と
な
く

使
わ
れ
て
い
る
農
具
で
す
。
唐
箕
は
、
専
門
の
職
人
に
よ
っ

て
製
作
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
会
津
地
方
に

は
「
北
田
唐
箕
」
と
呼
ば
れ
、
河
沼
郡
湯
川
村
北
田
の
北
田

家
が
製
作
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。「
北
田
久
内
」
の
焼
印
が

刻
銘
さ
れ
て
お
り
、
代
々
襲
名
し
て
製
作
し
て
き
ま
し
た
。

唐
箕
は
現
在
で
も
金
属
製
の
小
型
化
さ
れ
た
も
の
が
製
作
さ

れ
、
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
唐
箕
は
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
農
家
で
は
大
切
に
保
管
し
、
使
用
し
て
き
た
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
購
入
当
時
の
年
月
日
や
所
蔵
者

を
は
じ
め
、
当
時
の
米
の
値
段
や
大
工
の
日
当
な
ど
を
記
載

し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
南
会
津
町
に
は
、
文
化
五
年
（
一

八
〇
八
）
の
地
元
の
大
工
が
製
作
し
た
唐
箕
が
あ
り
ま
す
。

東
日
本
で
は
最
古
の
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
わ
が
国
最
古
の

唐
箕
は
京
都
府
に
あ
る
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
銘
の
も
の

で
、『
会
津
農
書
』
著
述
の
八
〇
年
後
に
な
り
ま
す
。
喜
多
方

市
熊
倉
町
の
舘
稲
荷
神
社
の
明
治
四
〇
年
に
奉
納
さ
れ
た
農

耕
絵
馬
に
は
、
半
唐
箕
の
使
用
風
景
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

会
津
若
松
市
内
の
農
家
に
は
現
在
も
半
唐
箕
が
所
蔵
さ
れ
て

お
り
、
時
々
使
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

会
津
の
半
唐
箕

Q
&
A

回
答
者

民
俗
担
当

佐
々
木
長
生

半唐箕（当館蔵）

舘稲荷神社の農耕絵馬（右上・半唐箕、左下・本唐箕）
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謎
の
方
墳
を
推
理
す
る

 

荒
木　
　

隆　
考
古
担
当

　

大
熊
町
教
育
委
員
会
で
所
蔵
し
て
い
た
資
料
の
一
部
が
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
に
当
館
に
寄
託
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
資
料
は
、
ち
ょ
う
ど
事
故
の
際
に
大
熊
町
外
で
保

管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
し
た
が
、
今
回
、
当
館
部
門
展
示
室
で

町
内
か
ら
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
で
救
出
さ
れ
た
資
料
に
寄

託
さ
れ
た
資
料
を
あ
わ
せ
て
展
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

寄
託
さ
れ
た
資
料
を
調
査
し
た
結
果
、「
棚
和
子
古
墳
」
と

登
録
さ
れ
て
い
る
遺
跡
が
非
常
に
珍
し
い
性
格
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
そ
の
遺
跡
に
つ
い
て
御

紹
介
し
ま
す
。

１　

棚
和
子
古
墳
の
調
査
成
果

　

こ
の
遺
跡
は
、
大
熊
町
の
北
東
部
を
流
れ
る
夫
沢
川
の
北

岸
に
あ
り
、
昭
和
六
〇
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
は
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
発
掘
調
査
が
進
む

に
つ
れ
、
特
殊
な
方
墳
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

通
常
、
方
墳
は
方
形
に
溝
（
周
溝
）
を
巡
ら
し
、
そ
の
内
部

に
土
を
盛
り
あ
げ
て
マ
ウ
ン
ド（
墳
丘
）を
作
り
ま
す
。墳
丘

の
中
央
部
付
近
に
穴
を
掘
っ
て
棺
を
埋
葬
し
ま
す
が
、
こ
の

古
墳
で
は
墳
丘
部
分
に
棺
を
埋
め
た
痕
跡
が
無
く
、
墳
丘
部

分
に
は
棺
を
埋
葬
し
て
い
な
い
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
周
溝
の
中
に
は
通
常
の
方
墳
に
は
見
ら
れ
な
い
よ

う
な
石
を
舟
形
に
敷
き
詰
め
た
部
分
が
周
溝
の
中
央
部
か
ら

発
見
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
石
敷
き
は
周
溝
の
四
辺
す
べ
て
に

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
石
敷
は
、
古
墳
に
棺
を
安
置
す
る
際
に
作
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
発
掘
調
査
の
際
に
は
石
敷
き
の

上
に
棺
を
安
置
し
た
痕
跡
も
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
古
墳
に
は
、
誰
も
埋
葬
さ
れ
て
い
な
い
可

能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
古
墳
は
豪
族
の
お
墓
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
だ
れ
も
埋
葬
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば

古
墳
と
は
呼
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
石
敷
き
の
周
囲
、
特
に
周
溝
の
四
隅
の
部
分
に

は
、
須
恵
器
の
大
甕
の
破
片
を
ま
と
め
て
置
い
て
あ
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。
須
恵
器
の
大
甕
は
儀
式
の
際
に
使
用
す

る
お
酒
な
ど
の
液
体
を
貯
蔵
す
る
器
で
す
の
で
、
こ
こ
で
何

ら
か
の
儀
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
儀
式
が
終
わ
っ
た
後
に
、
わ

ざ
わ
ざ
大
甕
を
壊
し
て
周
溝
の
四
隅
に
割
れ
た
破
片
を
ま
と

め
て
置
い
て
い
る
の
で
す
。

　

周
溝
か
ら
は
大
甕
以
外
に
も
四
耳
壷
や

（
は
そ
う
）、

杯
、
長
頸
壷
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
儀
式
で
使
っ
た
器

な
ど
を
周
溝
の
中
に
置
い
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の

須
恵
器
は
、
そ
の
形
態
か
ら
七
世
紀
末
ご
ろ
の
も
の
と
考
え

ら
れ
、
飛
鳥
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

２　

棚
和
子
古
墳
の
性
格

　

棚
和
子
古
墳
は
、
外
形
は
古
墳
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す

が
、
埋
葬
さ
れ
た
形
跡
が
な
く
、
し
か
も
飛
鳥
時
代
の
終
わ
り

ご
ろ
に
は
、
県
内
で
は
ほ
と
ん
ど
古
墳
は
造
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
古
墳
と
呼
ぶ
に
は
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
遺
跡
が
他
の
地
方
に
な
い
か
、
い
ろ
い
ろ
と

調
べ
て
い
る
最
中
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、「
棚
和
子
古
墳
」

と
同
じ
よ
う
な
遺
跡
は
全
国
を
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
遺
跡
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
千

葉
県
石
岡
市
に
あ
る
上
人
塚
遺
跡
一
号
周
溝
状
遺
構
が
参
考

と
な
り
そ
う
で
す
。
こ
の
遺
跡
は
、
や
は
り
四
角
く
溝
が
周

り
、
墳
丘
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
方
墳
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
ま
す
。
周
溝
の
各
辺
に
油
煙
の
付
い
た
杯
が
一
列

に
並
ん
で
置
か
れ
て
い
ま
す
。
時
期
は
八
世
紀
後
半
か
ら
九

世
紀
前
半
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
少
し
時
期
は
違
い
ま

す
が
、
一
列
に
物
を
並
べ

る
様
子
に
共
通
性
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
こ
の
遺
跡
で

は
、
明
か
り
を
つ
け
た
杯

を
周
囲
の
溝
の
中
に
並

べ
、
儀
式
を
行
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
例
を
参
考

に
考
え
る
と
、「
棚
和
子

古
墳
」
も
周
囲
の
溝
に
供

え
物
な
ど
を
並
べ
て
、
四

角
い
土
壇
の
上
で
何
ら
か

の
儀
式
を
行
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
の
周
辺
に

は
、
棚
和
子
Ｂ
遺
跡
や
下

団
子
橋
遺
跡
な
ど
、
瓦
が

見
つ
か
る
遺
跡
が
い
く
つ

か
集
ま
っ
て
お
り
、
当
時

の
瓦
は
寺
院
か
役
所
で
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、「
棚
和
子
古
墳
」で
行
わ
れ
た
儀
式
は
寺
院
や

役
所
と
関
係
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

テ
ー
マ
展
「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
４
【
大
熊
町
】
遺
跡

探
訪
」
で
は
、
謎
の
「
棚
和
子
古
墳
」
の
資
料
を
含
め
、
大

熊
町
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
資
料
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
展
示
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
古
代
の
大

熊
町
へ
空
想
の
翼
を
広
げ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
会
期
は
平
成
二
六
年
五
月
一
一
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

研
究
ノ
ー
ト

１号墳全景周溝内出土須恵器
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テ
ー
マ
展「
資
料
で
た
ど
る
山
川
浩
と
健
次
郎
」

会　期：平成25年７月20日（土）～９月23日（月祝）
会　場：県立博物館部門展示室「歴史・美術」

　会津藩に生まれ育った山川浩（1845年～1898年）と山川健次郎（1854年～
1931年）兄弟を取り上げます。山川家寄託資料を中心にして、それぞれの人物
像を解説します。家族そろって撮影した写真には彼らの妹の大山捨松も写ってい
ます。

斗南藩辞令書　（個人蔵）

秋
の
企
画
展　

予
告

■
会
期
：
平
成
二
五
年
一
〇
月
五
日
～
一
二
月
一
日

　

今
秋
、
東
北
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
考
古
資
料
が
一
堂
に
会
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
普
段
、
東
北
大
学
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

あ
る
文
学
研
究
科
考
古
学
陳
列
館
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部

は
東
北
大
学
総
合
学
術
博
物
館
に
お
い
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
な
か
に
は
、
東
北
地
方
各
地
の
縄
文
時
代
遺
跡
を
精
力
的

に
調
査
し
、
日
本
の
縄
文
文
化
研
究
に
大
き
な
業
績
を
残
し
た
山
内

清
男
や
、
東
北
地
方
の
弥
生
時
代
研
究
で
常
に
指
導
的
な
立
場
に

あ
っ
た
伊
東
信
雄
な
ど
が
、
そ
の
調
査
・
研
究
の
な
か
で
収
集
し
、

学
説
の
根
拠
と
し
て
き
た
重
要
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

歴
史
の
教
科
書
な
ど
で
よ
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
遮
光
器
土
偶
や
青
森

県
亀
ヶ
岡
遺
跡
出
土
の
縄
文
土
器
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
宮
城
県
沼
津
貝
塚
の
骨
角
器
な
ど
、
縄
文
文
化
を
代
表
す
る
資
料

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

秋
の
ひ
と
と
き
、
博
物
館
で
考
古
学
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東
北
大
学
総
合
学
術
博
物
館
の
す
べ
て
�

「
考
古
学
か
ら
の
挑
戦

―
 

東
北
大
学
考
古
学
研
究
の
軌
跡 ―

」遮光器土偶（秋田県藤株遺跡）

を
し
て
い
ま
す
。
周
溝
の
各
辺
に
油
煙
の
付
い
た
杯
が
一
列

に
並
ん
で
置
か
れ
て
い
ま
す
。
時
期
は
八
世
紀
後
半
か
ら
九

世
紀
前
半
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
少
し
時
期
は
違
い
ま

す
が
、
一
列
に
物
を
並
べ

る
様
子
に
共
通
性
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
こ
の
遺
跡
で

は
、
明
か
り
を
つ
け
た
杯

を
周
囲
の
溝
の
中
に
並

べ
、
儀
式
を
行
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
例
を
参
考

に
考
え
る
と
、「
棚
和
子

古
墳
」
も
周
囲
の
溝
に
供

え
物
な
ど
を
並
べ
て
、
四

角
い
土
壇
の
上
で
何
ら
か

の
儀
式
を
行
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
の
周
辺
に

は
、
棚
和
子
Ｂ
遺
跡
や
下

団
子
橋
遺
跡
な
ど
、
瓦
が

見
つ
か
る
遺
跡
が
い
く
つ

か
集
ま
っ
て
お
り
、
当
時

の
瓦
は
寺
院
か
役
所
で
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、「
棚
和
子
古
墳
」で
行
わ
れ
た
儀
式
は
寺
院
や

役
所
と
関
係
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

テ
ー
マ
展
「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
４
【
大
熊
町
】
遺
跡

探
訪
」
で
は
、
謎
の
「
棚
和
子
古
墳
」
の
資
料
を
含
め
、
大

熊
町
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
資
料
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
展
示
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
古
代
の
大

熊
町
へ
空
想
の
翼
を
広
げ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
会
期
は
平
成
二
六
年
五
月
一
一
日
（
日
）
ま
で
で
す
。
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後
援
事
業

　

復
興
応
援
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
「
第
11
回
民
家
の
甲
子
園
全
国
大
会
」

　

日
時　

８
月
４
日
（
日
）
９
時
～
17
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

　

内
容　

全
国
高
等
学
校
対
抗
民
家
町
並
み
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

指
導
者
向
け
研
修
会

　
「
博
物
管
理
用
指
導
者
研
修
会
」

　

会
期　

７
月
31
日
（
水
）
９
時
30
分
～
16
時

　

場
所　

福
島
県
立
博
物
館　

視
聴
覚
室
・
実
習
室

　

講
師　

学
芸
員　

古
山
智
行　

ほ
か

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
募
集

を
開
始
し
ま
す
が
、
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月
行
事
予
定

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

常
設
展
無
料
開
放
日

　

８
月
21
日
（
水
）
県
民
の
日

７
月
～
９
月
の
休
館
日

７
月
８
日
（
月
）・
16
日
（
火
）・
22
日
（
月
）・
29
日
（
月
）

８
月
５
日
（
月
）・
19
日
（
月
）・
26
日
（
月
）

９
月
２
日
（
月
）・
９
日
（
月
）・
17
日
（
火
）・
24
日
（
火
）・

　
　

30
日
（
月
）

リサイクル適正  A

特
別
展

　

２
０
１
３
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展
「
八
重
の
桜
」

　

会
期　

５
月
17
日
（
金
）
～
７
月
３
日
（
水
）

企
画
展

　

夏
の
企
画
展

　
「
震
災
復
興
・

　
　
　

国
立
科
学
博
物
館
コ
ラ
ボ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
in
会
津
若
松

　
　
『
対
決
！
恐
竜
展
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
と
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
』」

　

会
期　

７
月
27
日
（
土
）
～
９
月
16
日
（
月
）

◎
夏
の
企
画
展
関
連
行
事

　
「
展
示
解
説
会
」

　

日
時　

７
月
28
日
（
日
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

企
画
展
示
室

　

講
師　

学
芸
員　

相
田　

優

　
「
記
念
講
演
会
『
最
新
恐
竜
学
』」

　

日
時　

８
月
11
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

　

講
師　

国
立
科
学
博
物
館
研
究
主
幹　

真
鍋　

真
さ
ん

　
「
展
示
解
説
会
」

　

日
時　

８
月
11
日
（
日
）
15
時
30
分
～
16
時
30
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

企
画
展
示
室

　

講
師　

国
立
科
学
博
物
館
研
究
主
幹　

真
鍋　

真
さ
ん

　
「
実
技
講
座
『
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
で
恐
竜
を
つ
く
ろ
う
』」

　

日
時　

８
月
24
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

実
習
室

　

講
師　

美
術
家　

半
沢
政
人
さ
ん

　
「
展
示
解
説
会
」

　

日
時　

９
月
16
日
（
月
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

企
画
展
示
室

　

講
師　

学
芸
員　

相
田　

優

テ
ー
マ
展

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　
「
ふ
る
さ
と
の
考
古
資
料
４
【
大
熊
町
】
遺
跡
探
訪
」

　

会
期　

６
月
18
日
（
火
）
～
平
成
26
年
５
月
11
日
（
日
）

　
「
資
料
で
た
ど
る
山
川
浩
と
健
次
郎
」

　

会
期　

７
月
20
日
（
土
）
～
９
月
23
日
（
月
）

ポ
イ
ン
ト
展

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　
「
近
世
に
書
か
れ
た
中
世
の
城
絵
図
」

　

会
期　

４
月
６
日
（
土
）
～
７
月
19
日
（
金
）

　
「
伝
統
の
継
承

　
　
　
　

―

福
島
県
立
会
津
工
業
高
校
所
蔵
逸
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー―

」

　

会
期　

４
月
６
日
（
土
）
～
12
月
15
日
（
日
）

　
「
八
重
の
時
代
の
会
津
人
」

　

会
期　

４
月
６
日
（
土
）
～
12
月
27
日
（
金
）

　
「
伝
来
資
料
に
み
る
土
津
神
社
Ｖ
ｏ
ｌ
・
２
」

　

会
期　

６
月
29
日
（
土
）
～
９
月
27
日
（
金
）

　
「
近
世
農
具
の
発
展
」

　

会
期　

７
月
18
日
（
木
）
～
10
月
９
日
（
水
）

　
「
会
津
葦
名
氏
・
伊
達
政
宗
の
文
書
」

　

会
期　

７
月
20
日
（
土
）
～
12
月
27
日
（
金
）

　
「
土
偶
ち
ゃ
ん
♡
」

　

会
期　

７
月
25
日
（
木
）
～
12
月
８
日
（
日
）

　
「
落
下
傘
で
作
っ
た
着
物
」

　

会
期　

８
月
１
日
（
木
）
～
８
月
28
日
（
水
）

　
「
江
戸
か
ら
会
津
へ―

幕
末
の
道
中
絵
図
に
み
る
諸
藩
と
宿
場
」

　

会
期　

９
月
28
日
（
土
）
～
12
月
27
日
（
金
）

木
曜
の
広
場

　
「
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳
の
世
界
」
４

　

日
時　

７
月
18
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　
「
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳
の
世
界
」
５

　

日
時　

８
月
15
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　
「
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳
の
世
界
」
６

　

日
時　

９
月
19
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄

講
演
・
講
座

※
は
要
申
込

○
実
技
講
座

※
「
そ
ば
ザ
ル
作
り
」

　

日
時　

７
月
６
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
、

　
　
　
　

７
月
７
日
（
日
）
９
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

実
習
室

　

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者　

菅
家
藤
一
さ
ん　

ほ
か

○
考
古
学
講
座

※
「
縄
文
土
器
を
作
ろ
う
」

　

日
時　

８
月
３
日
（
土
）
10
時
～
15
時
、

　
　
　
　

８
月
４
日
（
日
）
10
時
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

実
習
室

　

講
師　

学
芸
員　

森　

幸
彦　

ほ
か

※
「
土
器
の
野
焼
き
」

　

日
時　

９
月
22
日
（
日
）
10
時
～
15
時

　

会
場　

野
外

　

講
師　

学
芸
員　

森　

幸
彦　

ほ
か

○
歴
史
講
座

　
「
八
重
の
時
代
の
会
津
人
１
」

　

日
時　

８
月
31
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

　

講
師　

学
芸
員　

佐
藤
洋
一

　
「
八
重
の
時
代
の
会
津
人
２
」

　

日
時　

９
月
14
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

講
堂

　

講
師　

学
芸
員　

阿
部
綾
子

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

　
「
夏
休
み
恐
竜
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　

日
時　

８
月
17
日
（
土
）
17
時
30
分
～
19
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
展
示
室

　

講
師　

学
芸
員

　
「
第
４
回
市
民
盆
踊
り
」

　

日
時　

８
月
15
日
（
木
）
19
時
～
20
時
30
分

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

正
面
玄
関
前
庭

　

共
催　

会
津
磐
梯
山
盆
踊
り
保
存
会

実
演

　
「
昔
語
り
」

　

日
時　

９
月
８
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時

　

会
場　

福
島
県
立
博
物
館　

体
験
学
習
室

　

講
師　

語
り
部　

横
山
幸
子
さ
ん


